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■ はじめに 

 

安曇野市は、平成 19 年度に策定した安曇野市環境基本計画に基づき、計画の実施を推進

するとともに、進捗状況の確認と評価を行って参りました。 

迎えた当平成 25 年度は、環境基本計画の計画期間における、後半のスタートの年度とし

て、中間の計画見直しが図られた年次計画の推進をして参りました。 

安曇野市環境基本計画の推進に関しましては、その諸施策や行動計画の達成状況は、概

ね計画に沿って、着実に進捗していることを確認し、良好と評価致しました。 

評価に関して、評価がやや甘いのではとか、もっと具体的に、盛りだくさんの目標の設

定を求める意向があることは承知をしておりますが、市民、事業者、行政のそれぞれにお

いて、極端な無理をせずに、倦まずたゆまぬ、息の長い取り組みができることこそが肝要

と、一歩一歩前進を図る所存であります。皆様と共に携えあって、田園産業都市安曇野市

の環境を守り、育みましょう。 

 

平成 26 年 3 月 

 

安曇野市環境基本計画推進会議 

会 長 千 國  温 
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1  平成 25 年度の取り組みの概要 

平成 19 年度に策定された安曇野市環境基本計画（以下「環境基本計画」という。）では、

平成 20（2008）年度から平成 29（2017）年度までを計画期間と定められました。 

安曇野市環境行動計画（以下「行動計画」という。）は、環境基本計画で取り上げられ

ている取り組みのうち、特に重点的・優先的に行う必要のある項目がまとめられています

が、環境基本計画の計画期間の前半にあたる平成 25 年までを目標期間として、第一次行動

計画が策定されました。 

平成 25 年度は、第一次行動計画の最終年度に当たるため、環境基本計画推進会議におい

て第一次行動計画で定められた重点プロジェクトの取り組み状況を振り返り、平成 26 年度

以降に取り組む内容を定めた第二次行動計画を策定する際の情報整理を行いました。 

また、6 回目となる「安曇野環境フェア 2013」が開催され、市民への幅広い展開を図る

ため、会場デザインも例年どおりの配置を変更し、一体感や連帯感を生み出せるよう配慮

しました。2日間で約 1500 名の来場者が訪れ、盛況な結果となりました。 

表 1に、平成 25 年度における取り組みの概要を示します。 

 

表 1 平成 25 年度の取り組みの概要 

区分 名称 内容 

環境基本計画 

推進会議 

・計 9回の会議を開催した。 

・年次計画の策定、進捗状況の把握、年次報告書のとりまと

めをおこなった。 

・第二次環境行動計画について検討した。 

安曇野環境市民

ネットワーク 
・安曇野環境フェア 2013 の開催協力をおこなった。 

環境基本計画 

庁内調整会議 

・以下の取り組みについて確認した。 

歩いて楽しいまちづくりプロジェクト 

第二次安曇野市環境行動計画 

安曇野市版レッドデータブック 

安曇野市地球温暖化防止実行計画 

推進体制 

環境審議会 

・環境基本計画平成 24 年度年次報告書の承認 

・第二次安曇野市環境行動計画（案）の審議 

・安曇野市版レッドデータブック（案）の審議 

イベント等 
安曇野環境 

フェア 2013 

・平成 25 年 10 月 12 日、13 日の 2日間にわたり開催した。 

・64 団体・個人等による出展があり、2 日間で約 1,500 名の

方が来場した。 
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2  平成 25 年度の取り組み結果 

2.1  環境基本計画推進会議 

2.1.1  会議の開催状況 

環境基本計画を推進する主体である「環境基本計画推進会議」は、市民・事業者・行政

の取り組みの施策・事業における提案、計画推進のための啓発活動や支援、進捗状況の点

検・評価と年次報告の作成を主な目的としています。委員は、事業団体の推薦を受けた者、

環境保全活動団体の推薦を受けた者、公募により選考された市民、市長が必要と認めた者

（環境基本計画策定委員経験者）からなる 15 名で構成されています。 

平成 25 年度は、「環境行動計画」で策定された重点プロジェクトを推進するため、年次

計画の策定から実施状況の把握、平成 25 年度の評価等について、9回の推進会議を開催し

ました。また、このほかにもワーキンググループ（WG）ごとの会合も開かれています。 

ＷＧの編成を表 2 に、推進会議等の経過を表 3 に示し、重点プロジェクトの実施状況に

ついては、「3-3．各重点プロジェクトの結果」にまとめました。 

 

表 2 ワーキンググループ（ＷＧ）の編成 

ＷＧ名 対象の重点プロジェクト 

自然・環境教育 

②生物多様性を維持する 

③森づくりを推進する 

⑩環境について教え学び、取り組む仕組みづくり 

景観・まちづくり
④緑化による環境負荷の低減 

⑤歩いて楽しいまちづくり 

資源・ 

エネルギー 

⑧豊かな地下水を保全する 

⑨ごみを減らそう 

農 業 
⑥耕作放棄地を減らして安曇野の風景を守る 

⑦地元産農産物の地域内での消費拡大をはかる 

地球温暖化対策 
①CO2の排出量を削減する 

⑪環境マネジメントシステム（EMS）の導入 

 



 4

表 3 安曇野市環境基本計画推進会議の経過 

日 時 会議名称 内 容 

平成 25 年 

4 月 24 日 
第 10 回 
推進会議 

・平成 24 年度年次報告書を承認した。 

・平成 25 年度実施計画について検討した。 

・第二次行動計画について検討した。 

・年次テーマについて検討した。 

・安曇野市環境基本計画 改訂版の修正事項について確認した。 

5 月 21 日 
第 11 回 
推進会議 

・年次テーマについて検討した。 

・重点プロジェクトの絞込みについて検討した。 

・安曇野市環境基本計画 改訂版の修正事項について確認した。 

6 月 25 日 
第 12 回 
推進会議 

・第二次行動計画について検討した。 

・実施プログラムについて検討した。 

8 月 19 日 
第 13 回 
推進会議 

・推進体制について検討した。 

・実施プログラムについて検討した。 

9 月 24 日 
第 14 回 
推進会議 

・実施プログラムについて検討した。（WG ごと及び全体） 

10 月 30 日 
第 15 回 
推進会議 

・第二次行動計画（案）を検討した。 

11 月 26 日 
第 16 回 
推進会議 

・第二次行動計画（案）を検討した。 

・区長会への報告等について確認した。 

平成 26 年 

2 月 4 日 
第 17 回 
推進会議 

・第二次行動計画（案）を検討、確認した。 

・年次報告書（案）と新年度年次計画書（案）・点検評価書について

検討した。 

3 月 11 日 
第 18 回 
推進会議 

・年次報告書（案）と新年度年次計画書（案）について検討した。 
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2.1.2  会議の成果 

(1) 「市全体のテーマ」について 

「市全体のテーマ」とは、安曇野市の環境をより良くするために、市民・事業者・行政

の各主体が積極的に取り組む共通テーマであり、共通の目標に向かって各主体が取り組む

ことにより、目に見える形で成果が上がることを期待しています。「市全体のテーマ」を

現在進行中の重点プロジェクトとリンクさせるとともに、環境フェアや各種生涯学習講座

との連携をはかって目に触れる機会を増やすことにより、市民など様々な人々の関心を高

め、取り組みへの機運が高まることを目的としています。 

「市全体のテーマ」は、以下の２つです。 

 

 

年次テーマ『安曇野の環境を知り、育み、伝える』 

～みんなで広げよう活動の輪～ 
 
【選定の理由】 

・ 平成 23・24 年度の年次テーマは『安曇野の水を知り、守り、育む』でした。これに対する取

り組みは、一定の成果が上がりつつあります。平成 25 年度からはより広い「環境の取り組み」

をテーマとしました。 

・ 現在すでに活動している人、これまで活動していなかった人、個人（我(わ)）・仲間（輪(わ)）

が広がり（環(わ)）、協調（和(わ)）し、それぞれが繋がって「活動の輪(わ)」を広げます。

・ これにより、市民自らの手で安曇野の環境をより良くしていくことを目指します。 

 

 

長期テーマ『地球温暖化防止にみんなで取り組む』 
 
【選定の理由】 

・ 地球温暖化による気温の上昇はすでに実感として感じられるようになってきており、地球温

暖化防止は地球全体で取り組むべき課題と言えます。 

・ 地球温暖化は地球規模の環境問題ですが、防止のためには日々の暮らしや営みの中で地道に

取り組む必要があることから、安曇野市環境基本計画の期間を通じた共通のテーマとして、

継続的に取り組みます。 

 

【関連する重点プロジェクト】 

 CO2削減目標を設定する 

 森づくりを推進する 

 緑化による環境負荷の低減 
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2.2  安曇野環境市民ネットワーク 

2.2.1  概要と事業内容 

「安曇野環境市民ネットワーク」は、市内全域または各地域において環境保全のための

活動をおこなっている各種団体のとりまとめ、および連絡・調整をおこなうことを目的と

して平成 21 年 9 月に発足しました。 

事業内容は、大きく分けて①コミュニケーション、②環境学習の企画と実施、③環境基

本計画および行動計画の実施、④普及啓発、の 4つです。 

 

表 4 安曇野環境市民ネットワークの事業内容 

区 分 内 容 

①コミュニケーション 

・ ネットワーク参加団体および個人に関する情報の提供と公開 

・ 参加者同士のコミュニケーション 

・ 交流会等の企画 

②環境学習の企画と 

実施 

・ 環境学習プログラムの企画と実施 

・ 環境学習におけるリーダー等、地域に貢献できる人材の育成 

・ ネットワークのつながりを活用した環境学習の企画と実施 

③環境基本計画および 

行動計画の実施 

・ 環境基本計画、環境行動計画の推進への協力 

・ 環境保全上の課題への対応 

④普及啓発 

・ インターネット上での情報公開 

・ 活動拠点における情報提供 

・ 各種環境イベントの企画と運営、参加と協力 
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2.2.2  平成 25 年度の経過 

平成 25 年度は、総会を 2回、運営委員会を 5回開催しました。 

本年度からは、ネットワーク加盟団体の情報発信及び交流を深めることを目的とし、6

月から加盟団体が持ち回りで話題提供する談話会「環カフェ」を計 7回おこないました。 

 

表 5（1） 安曇野環境市民ネットワークの経過（1/2） 

日 時 会議等名称 内 容 

平成 25 年 

5 月 14 日 

第 1 回 

運営委員会 
・平成 25 年度総会について 

5 月 31 日 
平成 25 年度 

第 1回総会 

・平成 24 年度事業報告及び収支決算 

・平成 25 年度事業計画及び収支予算 

6 月 11 日 
第 2 回 

運営委員会 
・今後の進め方について 

6 月 11 日 
第 1 回 

「環カフェ」 

・第 1回環境教育リーダースキルアップセミナー 

「イマドキの子ども達に、伝わる教育って？」 

講師：㈱オン・ウィップス代表 田口 眞嗣氏 

7 月 6 日 
第 2 回 

「環カフェ」 

・NPO 法人 川の自然と文化研究所主催 

 川の自然と文化講演会 No.8 

 「身近な水路の成り立ちとその働きを考える」への参加 

8 月 9 日 
第 3 回 

「環カフェ」 

・テーマ「地球温暖化防止について考える」 

・話題提供者  

安曇野市地球温暖化防止活動推進員協議会 

樋口 嘉一さん 

9 月 13 日 
第 4 回 

「環カフェ」 

・テーマ「地域の宝探しとネットワークづくり」 

・話題提供者 安曇野ふるさとづくり応援団 宮﨑 崇徳さん 

12 月 13 日 
第 3 回 

運営委員会 

・安曇野環境フェア 2013 報告 

・安曇野環境フェア 2014 について 

・平成 26 年度事業計画・予算案について 

・平成 26 年度役員改選について 
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表 5（2） 安曇野環境市民ネットワークの経過（2/2） 

日 時 会議等名称 内 容 

12 月 13 日 
第 5 回 

「環カフェ」 

・テーマ「地域づくろい」 

・話題提供者 アルプス花街道実行委員会 等々力 秀和さん 

1 月 10 日 
第 6 回 

「環カフェ」 

・テーマ「松枯れへの取り組み」 

・話題提供者 あづみの再活の松プロジェクト 佐藤 明利さん

1月 18 日 講座 

・第 2回環境教育リーダースキルアップセミナー 

「教える側のコツ」 

講師：持続可能な松本平創造カンパニーわおん♪ 

   代表 山田 勇氏 

2 月 27 日 
第 4 回 

運営委員会 

・団体紹介、環境学習プログラム冊子の更新について 

・ネットワークフォーラム 2014 について 

・平成 25 年度第 2回総会について 

3 月 14 日 

（予定） 

フォーラム 

2014 

・第二次環境行動計画について 

・第 7回「環カフェ」 テーマ「外来植物について」 

話題提供者 安曇野緑の会 小河 深美さん 

3 月 18 日 

（予定） 

第 5回 

運営委員会 
・平成 25 年度第 2回総会について 

3 月 28 日 

（予定） 

平成 25 年度 

第 1回総会 

・平成 25 年度事業報告及び収支決算 

・平成 26 年度事業計画及び収支予算 

・平成 26 年度役員改選 

 

これらの会議等の他に、明科中学校の総合的な学習の時間「ホームタウン明科」における

講師依頼への対応として、講座を計 9 回行いました。また、昨年度より引き続き、安曇野

環境フェアの実行委員会はネットワーク加盟団体の会員を中心に組織され、環境フェアの

共催・運営をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 6回「環カフェ」 ネットワークフォーラム 2014 
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2.2.3  加盟団体の活動状況 

本年度より、環境基本計画推進会議との情報共有を目的とし、加盟団体の年度内の活動

状況の報告を依頼したところ、全 24 団体・個人のうち、15 団体より報告をいただきまし

た。55 ページ以降の参考資料 6に団体ごとの活動状況を記載しています。 

 

表 6 報告を受けた団体一覧 

活動分野 団体名 

自然 野生生物資料情報室 

自然 安曇野緑の会 

自然 NPO 法人 川の自然と文化研究所 

自然 田淵行男記念館こども自然観察教室「むしの会」 

自然 三郷昆虫クラブ 

自然 烏川渓谷緑地市民会議 

農林 バジルクラブ 

景観 三角島ふるさとの森プロジェクト 

景観 屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト 

景観 アルプス花街道実行委員会 

景観 安曇野ふるさとづくり応援団 

景観 安曇野百選プロジェクト 

自然・生活・資源 安曇野市消費者の会 

地球温暖化防止 安曇野市地球温暖化防止活動推進員協議会 

地球温暖化防止 マイ箸づくりサポートボランティア 
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2.3  環境基本計画庁内調整会議 

庁内の担当課を明確化した上で、関連する施策の連携を強化し、環境に関する施策・事

業を効果的に推進するため、庁内の連絡調整をおこなうことおよび庁内地球温暖化防止実

行計画等の策定・推進・評価等をおこなうことを目的として設置しました。 

 

表 8 環境基本計画庁内調整会議の経過 

日 付 会議名称 内 容 

平成 25 年 
5 月 15 日 
6 月 24 日 

庁議 「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」（案）について 

6 月 24 日 庁議 

環境基本計画平成 24 年度年次報告書について 

環境基本計画平成 25 年度実施画について 

平成 24 年度地球温暖化防止実行計画の取り組みについて 

平成 26 年 
2 月 28 日 

庁議 

第二次安曇野市環境行動計画（案）について 

安曇野市版レッドデータブック（案）について 

安曇野市地球温暖化防止実行計画について 

（計画期間の延長） 
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2.4  環境審議会 

安曇野市環境基本条例に基づき設置されるもので、環境基本計画に関することや環境保

全に関する基本的事項を調査審議するための、学識経験者中心の諮問機関です。 

環境問題に対し、市長の諮問に応じ答申することのほか、環境基本計画の進捗状況を管

理する「環境基本計画年次報告」の承認等をおこなっています。 

 

表 9 環境審議会の経過 

日 付 会議名称 内 容 

平成 25 年 
4 月 30 日 

第１回 
環境審議会 

環境基本計画平成 24 年度年次報告書について 

12 月 18 日 
第２回 

環境審議会 

第二次安曇野市環境行動計画（案）について 

安曇野市版レッドデータブック（案）について 
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2.5  安曇野環境フェア 2013 

2.5.1  開催のねらい 

安曇野環境フェアは、「環境基本計画」に基づく取り組みの一環として、６回目となり

ました。 

本フェアでは、「環境基本計画」で定められた取り組みを広く紹介するとともに、出展

者と来場者の交流を深め、参加していなかった人も巻き込みながら参加者同士がお互いの

顔を見えるようにし、つながりの環を広げていくことを目指しました。 

今回の開催の目的は、以下の 3点でした。 

 

① 参加者同士がお互いの顔を見えるようにし、つながりの環を広げる。 

② 出展者と来場者の交流を深め、これまで参加していなかった人を巻き込む。 

③ 市民自らの手で活動し、安曇野の環境をより良くするための契機となる場を提供する。 

 

2.5.2  開催概要 

 

【テーマ】安曇野の環境を知り、育み、伝える ～みんなで広げよう活動の輪～ 

【主催】安曇野市、安曇野環境フェア 2013 実行委員会 

【共催】安曇野環境市民ネットワーク 

【日時】平成 25 年 10 月 12 日（土）    9:30～16:00  

13 日（日）    9:00～16:00 

【会場】安曇野市堀金総合体育館（安曇野市堀金烏川 2662） 

 

【開催内容】 

 環境活動発表会＋トークセッション（13 日） 

・テーマ：安曇野の環境を知り、育み、伝えるために 

～子どもといっしょに何しよう？～ 

・発表：堀金小学校、穂高西中学校、エクセラン高等学校 

 パネル展示と体験コーナー（12 日～13 日） 

・市民団体、企業等による展示：計 64 団体・個人 

 ホーボーズ・パペットシアター人形劇（12 日～13 日） 

・演目：3匹のコブタ（12 日）、赤ずきんちゃん（13 日） 

 こども広場（12 日～13 日） 

・巨大お絵かきコーナーと積み木コーナー 

 リサイクル自転車の展示・頒布（12 日） 

・豊科リサイクルセンターで修理再生された自転車の展示・頒布（抽選） 

 使用済み小型家電の回収（12 日） 
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・政令で定める対象器具等全品目の小型家電の回収 

 「緑のカーテン」コンテスト表彰式（13 日） 

・市内の住宅、事業所等に設置された「緑のカーテン」のコンテスト表彰式 

【同時開催】 

 漫才＆科学実験ショー（12 日） 

・タメになる漫才と本格的な科学実験によるショー 

（主催：安曇野市教育委員会 出演：ボルトボルズ、サイエンス演芸師善ちゃん） 

 屋敷林見学会 

・ガイドの説明による会場周辺の屋敷林の見学 

（主催：屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト） 

 表彰式 

・「三角島」スケッチ大会表彰式 

（主催：三角島ふるさとの森プロジェクト） 

 

【来場者数】 

10 月 12 日（土）約 1,000 名 

13 日（日）約 500 名    2 日間の合計 約 1,500 名 

 

2.5.3  準備スケジュール 

準備スケジュールは以下のとおりでした。 

6 月 18 日（火） ・第 1回実行委員会 

7 月 9 日（火）  ・第 2回実行委員会 

7 月 24 日（水） ・広報発行、出展団体申込受付開始 

7 月 26 日（水） ・第 2回実行委員会 

8 月 24 日（土） ・信州環境フェア視察 

8 月 26 日（月） ・出展団体申込締切 

8 月 29 日（木） ・ポスター、チラシ原稿入稿 

8 月 30 日（金） ・第 3回実行委員会、出展者説明会 

9 月 9 日（月）   ・広報折込（9/25 発行、出展団体一覧）原稿入稿 

9 月 18 日（木） ・第 4回実行委員会 

9 月 25 日（水） ・広報発行、出展団体一覧折込 

10 月 4 日（金） ・フェア当日配布プログラム原稿入稿 

10 月 9 日（水）       ・ラジオ（あづみ野エフエム）での宣伝 

10 月 10 日（木） ・パネル設置位置マーキング 

10 月 11 日（金） ・会場準備 

10 月 12 日（土） ・当日準備、開催 1日目 

10 月 13 日（日） ・開催 2日目、閉会後撤収 

10 月 29 日（火） ・振り返り・懇親会 
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2.5.4  印刷物等の資料作成 

フェア告知用資料、当日配布資料として以下の印刷物を作成しました。 

・告知用ポスター 

・告知用チラシ 

・小学校向け告知用チラシ 

・広報原稿 

・当日配布用プログラム 

・缶バッジ 

・アンケート（来場者、出展者、スタッフ） 

・出展者名看板 

・誘導看板 

・受付等看板 

 

2.5.5  助成などについて 

（一社）長野県環境保全協会中信支部様より、運営資金の一部を助成いただきました。

また、会場で使用する電力の一部は、特定非営利活動法人信州松本アルプスの風から購入

したグリーン電力を使用しました。 
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3  行動計画実施結果 

3.1  行動計画について 

「安曇野市環境行動計画」（以下「行動計画」という。）は、安曇野市のよりよい環境

づくりを目的として平成 20 年 3 月に策定した「安曇野市環境基本計画」（以下「基本計画」

という。）の実現に向け、基本計画に盛り込まれた取り組みのうち、特に重点的・優先的

におこなう必要のある項目をまとめたものです。 

基本計画は、平成 20 年度を始期として平成 29 年度を目標年度としています。行動計画

は、このうちの前半にあたる平成 25 年度までに実現する項目を取り上げています。 

そして、計画に従って取り組みを進めることを前提に、主体ごと、時期ごとにおこなう

べき項目を可能な限り具体的に取り上げています。 

 

3.2  重点プロジェクトの一覧 

行動計画では、特に重点的・優先的におこなう必要のある項目を「重点プロジェクト」

としてまとめました。重点プロジェクトは、以下の 11 項目です（実施計画の立案段階で重

点プロジェクトのうち「市民参加による公園再生の仕組みづくり」と「水景観と歴史・文

化遺産を活かしたまちづくり」が合体して「歩いて楽しいまちづくり」となったため、行

動計画に記載された重点プロジェクトの数から１つ減っています）。 

 

表 10（1） 重点プロジェクトと平成 25 年度の実施内容一覧（1/3） 

平成 25 年度の実施内容 重点 

プロジェクト名 主体 内 容 

・ CO2排出量の実態把握 

・ 削減目標を実現するための具体的な行動計画の策定と実施 

行政 

・ 情報の提供と普及啓発 

・ エネルギー消費量による評価の仕組みづくり 

・ 事業者のエネルギー消費量の把握 

・ 事業者の CO2排出量の実態把握 

①CO2 削減目標

を設定する 

市民・事業

者・行政 

・ 地球温暖化防止活動推進員協議会との共催による講座開催 

・ 自然エネルギー導入促進に向けての方向性の検討 

・ 安曇野市生物情報報告書と安曇野市版レッドデータブック（RDB）の作成（原

稿を完成） 

・ 外来種対策の効果を測定（対策実施前との比較） 

行政 ・ 安曇野市版 RDB の作成 

②生物多様性を

維持する 

市民・事業

者・行政 

・ 外来種（動植物）対策の推進 

・ 松くい虫対策及び有害鳥獣対策の効果の検証 
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表 10（2） 重点プロジェクトと平成 25 年度の実施内容一覧（2/3） 

平成 25 年度の実施内容 重点 

プロジェクト名 主体 内 容 

・ 森林の持つ公益的機能の啓発活動を推進 

行政 ・ 里山再生計画の策定 ③森づくりを推

進する 
市民・事業

者・行政 

・ 森林整備等の広報と啓発活動 

・ 森林整備活動 

・ 緑のカーテンのマニュアル作成及び HP 掲載 

・ 緑のカーテンについての公民館講座等での市民向け講習会の実施 

・ 環境負荷低減に効果のある緑化策の作成 

・ 小中学校校庭の芝生化について、実施学校の検証 

市民・ 

事業者・ 

行政 

・ 公共施設等における緑のカーテンの実施 

・ 緑のカーテンマニュアルの作成と配布 

・ 環境負荷低減に効果のある緑化策の作成 

④緑化による環

境負荷の低減 

行政 ・ 学校校庭の芝生化の検証。 

・ 「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」の実践 

⑤歩いて楽しい

まちづくり 
市民・ 

事業者・ 

行政 

・ 「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」理事者説明 

・ 「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」部長会議提出 

・ 「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」の実践 

・ 市農業再生協議会を中心に、新規就農者の育成支援制度の適用を開始（平成

22 年度から継続実施） 

・ 平成 22 年度から開始した育成支援の結果、新規就農者が自立する 

・ 耕作放棄地対策の拡充 

JA・営農支援

センター・ 

行政 

・ 青年就農給付金事業（国庫事業）の活用並びに新規就農者生活

支援金支給事業の推進 

・ 耕作放棄地対策 

・ 農地・水保全管理支払金 

⑥耕作放棄地を

減らして安曇

野の風景を守

る 

市民・事業者 ・ 市民・事業者による 1品作付け事業 

・ 安曇野産農産物の使用率を把握し、地産地消の拡大を確認。 

JA・市農業

再生競技

会・行政等 

・ 地元産農産物の消費拡大 

・ 地元産農産物の使用割合の把握 

・ 地元農家による青空市等の拡充。 

⑦地元産農産物

の地域内での

消費拡大をは

かる JA・農家団

体・行政等 
・ 学校給食における地域食材の使用率向上 

・ 地下水保全条例を施行・運用する 

市民・ 

事業者・ 

行政 

・ 市民へ情報提供し地下水保全に対する意識の向上を図る 

・ 地下水保全条例の運用 

・ 水資源対策協議会の運用 

⑧豊かな地下水

を保全する 

行政 
・ 水環境基本計画策定の検討 

・ アルプス地域地下水保全対策協議会との連携を図る 

・ ごみの分別と減量化 

・ ごみの適正分別と指導・啓発と処理の最適化 

⑨ごみを減らそ

う 
市民・ 

事業者・ 

行政 

・ 排出量の管理 

・ 「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 へ

の対応 

・ 水切り道具モニター結果の検証 

・ 排出量削減施策 
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表 10（3） 重点プロジェクトと平成 25 年度の実施内容一覧（3/3） 

平成 25 年度の実施内容 重点 

プロジェクト名 主体 内 容 

・ 環境関係の情報の整備とライブラリー化 ⑩環境について

教え学び、取

り組む仕組み

づくり 

市民・事業

者・行政 

・ 環境学習の推進 

・ 環境に関する情報の整備と発信 

・ EMS 導入スケジュールの策定と予算の検討 

・ 安曇野市版 EMS の構築及び構築時期の検討 

行政 ・ EMS 導入の検討 

⑪環境マネジメ

ントシステム

（EMS）の導入 事業者 

・行政 
・ 庁内導入 EMS を考慮した安曇野版 EMS の推進会議での検討 
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3.3  各重点プロジェクトの結果 

以下、重点プロジェクトごとに平成 25 年度の取り組みの結果を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※評価 

達成度別に A～Ｅの５段階で評価（割合の数字はおおよその目安）

Ａ：目標達成       Ｄ：25％程度達成 

Ｂ：75％程度度達成    Ｅ：ほぼ未着手 

Ｃ：50％程度達成     －：判定不能 

環境行動計画で

立てた基本事項

です。 

本年度当初に立

てた計画とその

結果です。 

結果は評価※と

して記号で示し

ます。 

本年度の実績を

整理し、来年度

に向けた改善点

をまとめます。 

本年度の結果の

総 合 評 価 ※ で

す。 

～ 重点プロジェクト表の見方 ～ 
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(1) CO2の排出量を削減する 担当：地球温暖化対策 WG 各 WG 座長＋希望者 （事務局：岡本） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 ・ 省エネルギーの促進と新エネルギーの導入を促進し、CO2 排出量を削減する 

方向性 
・ CO2 排出量の実態把握 

・ 削減目標を実現するための具体的な行動計画の策定と実施 

時 期 内 容 

目 標 
平成 25 年度  

・具体的な行動計画を検討し、取り組める行動から実施する 

・市民、事業者への広報活動を実施する 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 

・おおむね計画は達成できている。 

・環境家計簿、工業会アンケートを実施し、市民・事業者のエネルギー消費量を

把握した。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・商工会、工業会と連携し、事業者向けの広報活動の展開を具体的に図る。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 

 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●情報の提供と普及啓発     

①市広報、ウェブページなどか

らの情報提供 

通年 広報あづみのへの掲載 

（地球温暖化の概要、省エ

ネの取り組み、自然エネル

ギーの導入） 

11/20 

掲載 

  市ホームページでの情報

提供（市地球温暖化対策） 
HPに 

掲載 

②安曇野環境フェア、安曇野環

境市民ネットワークフォーラ

ムなどのイベントや公民館講

座での普及啓発 

通年 

安曇野環境フェアでの啓

発（温暖化防止推進団体の出展） 

10/12 

・13 

Ａ 

●エネルギー消費量を把握する

ことで、地球温暖化問題に関

心を持ち、CO2排出量削減に向

けて行動する仕組みづくり 

 

   

①環境家計簿による各家庭のエ

ネルギー消費量の把握 

平成

25 年 1

月より

実施 

環境家計簿 

（各家庭でのエネルギー

消費量を把握し、全体の

平均、県平均と比較する） 

100 人 

募集に 

対し 72 

人応募 

Ａ 

行政 

●事業者のエネルギー消費量の

把握 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

①改正省エネ法（エネルギーの

使用の合理化に関する法律）

により算出されたエネルギー

使用量の把握 

5 月 
（H23 分）

8 月 
（H24 分）

 

安曇野工業会会員向け

にアンケート調査を実

施 

10月 

14事業 

所より 

回答 

A 

●事業者の CO2 排出量の実態把

握 
    

①改正省エネ法（エネルギーの

使用の合理化に関する法律）

により算出された二酸化炭素

の温室効果ガス算定排出量の

把握 

5 月 
（H23 分）

8 月 
（H24 分）

安曇野工業会会員向け

にアンケート調査を実

施 

10月 

12事業

所より 

回答 

Ａ 

 ●地球温暖化対策実行計画 

 重点施策の実施 
通年 ※実施内容と結果は、 

以下のとおり↓ 
 B 

目標 目標 番
号 

部
門 

内容 
(H32)

実績
(H25)

実施内容 結果 

① 
産

業 

太陽光発電の導入 

（事業所数） 
500 広報 広報 

安曇野工業会会員向けに 

アンケート調査を実施 
数値把握 

② 
産

業 

建物の省エネルギー

改善（事業所数） 
600 広報 広報 

安曇野工業会会員向けに 

アンケート調査を実施 
意識啓発 

③ 
産

業 

環境マネジメントシス

テムの導入（事業所

数） 

400 調査 35 
安曇野工業会会員向けに 

アンケート調査を実施 
数値把握 

④ 

民

生

家

庭 

太陽熱温水器の導入 

（戸数） 
7,300 9 34 

設置補助金交付決定件数 

9件（3/14現在） 

19件 

(未確定) 

⑤ 

民

生

家

庭 

太陽光発電機の導入 

（戸数） 
15,000 1,826 2,170 

設置補助金交付決定件数 

337件(3/14現在) 

2,163 件 

（未確定） 

⑥ 

民

生

家

庭 

照明の LED 化（個） 340,000 広報 広報 
豊科商店街街路灯の LED 化 

整備事業 
71 本 

⑦ 
運

輸 

エ コ ド ラ イ ブ の 実 践

（戸） 
45,200 広報 広報 

安曇野環境フェアでの啓発 

（推進事業者の出展） 
意識啓発 

⑧ 
運

輸 

エ コ カ ー の 導 入 （ 台

数） 
12,500 広報 広報 

安曇野環境フェアでの啓発 

（推進事業者の出展） 
意識啓発 



 21

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

⑨ 

民

生

業

務 

緑のカーテンや屋上

緑化の導入（事業所

数） 

1,000 広報 広報 

広報誌掲載 

「緑のカーテン講座」実施 

「緑のカーテンコンテス

ト」実施 

7/24 

6/3 

10/12・13 

●地球温暖化防止活動推進員協

議会との共催による講座開催 

通年 

 

「環カフェ」8月 

安曇野市内企業環境 

学習会 

8/9 

12/11 
A 

   

松くい虫被害木薪利用打合せ 

（薪のバイオマス活用促進利 

用の打ち合わせ） 
12/11 

市内における太陽光発電

設置に関する横断会議 

12/12 

2/14 

市町村研究会へ参加 4/30 

行政 

●自然エネルギー導入促進に向

けての方向性の検討 
（小水力発電、バイオマス利用等） 

①地球温暖化対策・自然エネル

ギー研究会（長野県） 

②自然エネルギーネットまつも

と等との連携 

通年 

通年 

環境フェアへの出展 10/12・

13 

A 
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(2) 生物多様性を維持する 担当：自然・環境教育 WG （事務局：飯田） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 
・ 自然と共生する社会の構築 

・ 生物情報の整備と生物に配慮した施策の実施 

方向性 
・ 安曇野市の生物情報を整備し、環境計画や都市整備等の施策に反映することを目指す 

・ 外来種対策の具体的な方向性を示す 

時 期 内 容 

目 標 
平成 25 年度  

・安曇野市生物情報報告書と安曇野市版レッドデータブックを作成（原稿

の完成）する 

・外来種対策の効果を測定する（対策実施前との比較） 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 
・概ね実施できたが、その効果については把握できない部分もあった。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・評価方法を定量的に検証できるようにプランを立てる。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●安曇野市版レッドデータブッ

ク（以下 RDB）の作成 

  
 

 

作成委員会 4 回開催 Ａ 
①作成委員会の開催 

（回数については前年より通

番。４回開催予定。時期につ

いては未定） 

4 月～

9月 

作成部会 7 回開催 Ａ 

行政 

（生活環

境課） 

②RDB 原稿の完成 平成

26 年 

3 月 
3 月末完成予定   

●外来種（動植物）対策の推進     

「広報あづみの」掲載 1 回掲載 

アレチウリ駆除事前研修 1 日実施 

①広報や出前講座などによる啓

発 

通年 

○協働のまちづくり出前講座 

・安曇野自然環境保護講座 

「特定外来生物の拡大を防ぐ

ために」 

応募なし 

Ａ 

市民・ 

事業者・

行政 

（生活環

境課・ 

耕地林 

務課） ②各区によるアレチウリ一斉駆

除作業 

6 月～

10 月 

56 行政区で実施 参加 

人数 

のべ 
5,817 人 

Ａ 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

③市民団体・事業者などによる

アレチウリ、オオカワヂシャ、

オオキンケイギクなどの外来

植物の駆除作業 

6 月～

9月 
2 団体と 1 事業者が実施 

参加 

人数 

のべ 

139 人 

Ａ 

④外来種駆除の効果検証 10 月

～ 

11 月 

区長会及び市民団体など

より意見収集 
実施 Ａ 

●松くい虫対策及び有害鳥獣対

策の効果の検証 

    

①自然環境への影響の把握 5 月～

10 月 
森林巡視員による松枯損

木調査 

被害木 

926 本 

発見 

Ａ 

松くい虫被害緊急対策事

業、保全松林緊急保護整

備事業 

による松枯損木伐倒処理 

5,330

㎥ 

処理 

Ａ 

 

②必要に応じた対策への提言 通年 

有害鳥獣捕獲業務 

による個体数調整 

ﾆﾎﾝｼﾞ

ｶ 

79 頭 

捕獲 

Ａ 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(3) 森づくりを推進する 担当：自然・環境教育 WG （事務局：飯田） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 
・ 森林の持つ公益的機能（CO2 排出抑制、水源涵養や山地災害防止など）の発揮や自然と

のふれあいを重視した森林・里山の整備・保全を目指す 

方向性 

・ 安曇野市の森づくりの方向性を打ち出す 

・ 森づくり基本方針（森づくり構想、森づくり条例、森づくり基本計画）の策定 

・ 安曇野市森林整備計画（平成 18 年～平成 28 年）の推進 

時 期 内 容 
目 標 

平成 25 年度  ・森林の持つ公益的機能の啓発活動及び里山再生計画の策定 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 
・概ね実施できたが、行政の計画策定に遅延が見られる。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・より一層の里山利用の推進を望む。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●里山再生計画の策定     

里山再生計画検討・素案

作成 

3 回実

施 
Ｃ 

行政 

（耕地林

務課） 

①策定委員会の開催 

（回数については前年より通

番。開催時期については未定）

通年 

里山再生計画ワーキング

グループでの検討 

8 月～ 

12 月 
Ａ 

●森林整備等の広報・啓発活動

の拡充 

 
   

①NPO や市民団体等による森林

についての啓発活動 

通年 

2 団体で実施 

参加 

人数 

のべ 

272 人 

Ａ 

●森林整備活動の推進  
   

①市民や事業者が参加できる活

動機会の創出及び積極的参加 

通年 NPO 活動や森林里親事業など

において市民等が活動でき

る機会があったため、市独自

では計画しなかった。 

実施 

せず 

市民・ 

事業者・

行政 

（耕地林

務課） 

②森林（もり）の里親事業の展

開 

4 月～

10 月 
一般市民参加者や企業

関係者による植林、除間

伐、下刈等の作業 

参加 

人数 

のべ 

328 人 

Ａ 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

③みどりの少年団活動による緑

化活動や環境教育の推進 

通年 

8月2日 松本地区みどり

の少年団交流集会 

7 団体 

参加 

人数 

のべ 

44 人 

④学有林活動による下刈り、除

伐、間伐等の実施 

6 月～

9月 
学有林の除間伐作業 

6 学校 

参加 

人数 

のべ 

640 人 

市民・ 

事業者・

行政 

（耕地林

務課） 

⑤森林税を活用した地域協議会

による森林整備の集約化及び

整備活動の拡充 

通年 
森林経営計画策定に伴

う集約化 

2 団体 

135ha

の 

集約化 

Ａ 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(4) 緑化による環境負荷の低減 担当：景観・まちづくり WG （事務局：深澤） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 
・ 身近な緑化を通じて、快適環境の整備だけでなく、地球温暖化防止、CO2 削減などの環

境負荷低減を行う 

方向性 

・ 地域にあった緑化策（緑のカーテン、生け垣、屋敷林など）の検討と普及 

・ 公共施設への省エネルギーと環境負荷低減効果のある緑化策の採用 

・ 学校校庭の芝生化推進（試行と検証、改善等を経て、市内の幼保小中学校校庭の芝生

化を順次進める） 

時 期 内 容 

目 標 
平成 25 年度末 

・環境負荷低減の効果のある緑化策（緑のカーテン、生け垣、屋敷林な

ど）のマニュアル作成及びホームページ掲載 

・市民向け講習会を公民館講座等で実施する 

・幼保小中学校校庭の芝生化について、実施学校の検証 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 

・公共施設等の緑化策については講座開催、コンテスト実施など一定の成果があ

ったが、マニュアル等の緑化普及策が十分ではなかった。 

・芝生化検証については、芝生化実施施設へのアンケートが集約できた。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 

・ 環境負荷低減に繋がり、誰もが実践しやすい緑化策の周知を更に推進していく。 

・ ティフトン使用施設について本来の目的が達成できたのか課題が残った。芝生化ランニ

ングコストについて経費とボランティアによる管理とのバランスが必要。 

・ ティフトン芝ではない芝について、松本市などからの情報収集や専門家の話を聞くこと

を検討する。 

・ 緑のカーテンについて、参加に対して動機づけになるような仕組み（ホームページなど

への作品公開など）を検討し、かつ周知を図る。 
 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●公共施設等における緑のカー

テン実施 

①設置箇所の拡大を図る 

5 月～

9月 

公共施設へのオーシャン

ブルー、ゴーヤの苗の配

布（5 月～6 月） 

36 施設 A 

「広報あづみの」で「緑の

カーテン」周知 
市内周知 

②オーシャンブルー等緑のカー

テンの普及を図る 

5 月～

「緑のカーテン」コンテスト

実施 表彰式（10/13） 
19 件応募 

A 

③オーシャンブルー、ゴーヤ等

の育成講座の開催 

A 

④夏場対策の講座開催 

6月3日

 
緑のカーテン講座開催 

「緑のカーテンの育て方」 

「日本の暑さと上手につき

あうために」 

参 加 者

30 人 
A 

市民・ 

事業者・

行政 

（生活環

境課） 

⑤来年度実施に向け、各実施施

設等における課題等を抽出

し、まとめ、改善点等を明ら

かにする 

 

12 月

～ 

平成

26 年 

1 月 

未実施  

A 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

 

 

●環境負荷低減の効果のある緑

化策（緑のカーテン、生け垣、

屋敷林など）のマニュアル作

成及びホームページ掲載 

5 月～

平成

26 年 

3 月 

広報あづみでの「「緑のカー

テン」コンテスト結果周知 

 

市ホームページで「緑のカー

テン」コンテスト応募画像公

表 

市内周知 B 

●学校校庭の芝生化の検証 

①学校校庭の芝生化は維持管理

(費用面含む)および利用側の

評価等をとりまとめた資料

（三郷小、保育園、穂高西小

等のデータから）を作成し今

後の推進について検討する 

 

4 月～

平成

26 年 

1 月 校庭・園庭の芝生化に伴う

アンケート実施 

結果集 

約 

（別紙） 
A 行政 

（児童保

育課・ 

教育委員

会） 
②穂高西小学校、穂高交流学習

センターみらいでのティフト

ン芝の検証 

 

4 月～

5月 
アンケート実施 

結果集 

約 

（別紙） 
A 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(5) 歩いて楽しいまちづくり 担当：景観・まちづくり WG （事務局：深澤） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 

・ 地域の住民が水景観や歴史文化遺産等の魅力を再発見し、その魅力をさらに高めること

により地域の活性化を図る（観光が主目的としてのスタートではなく、地域の活性化を図

り、最終的に観光資源へ発展するように） 

・ 活用されていない公園を、地域住民がふれあい、地域の活力を高める場として再生する 

方向性 

・ 自動車を使わず歩いて回れるまちづくりの推進 

・ 水景観や歴史・文化遺産などの保全と活用 

・ 上記の地域資源を結びつける遊歩道、自転車道のネットワーク化 

・ 地域住民が参加する公園再生の仕組みづくり（公園の再生計画、施工、管理など可能な

範囲で地域住民が参加し、地域住民のニーズが反映された公園再生を行政とともに協働

で進める） 

時 期 内 容 
目 標 

平成 25 年度末 ・「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」の実践 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 
・「歩いて楽しいまちづくりプロジェクト」の実践が実施できた。 

・モデル地区が選定された。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 

・モデル地区が自ら構想し、自主的に進める「まちづくり」の内容に応じた市民団体、行政

のサポートを実施していくことが必要。 

・モデル地区以外の地区に広げていくため、プロジェクトのＰＲが必要。 

・新規参加者集めの工夫（メディアを使う等）が必要。 
 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●「歩いて楽しいまちづくりプ

ロジェクト」理事者説明 

4 月 

26 日 

「歩いて楽しいまちづくり

PJ」（案）理事者説明 
了承 A 

●「歩いて楽しいまちづくりプ

ロジェクト」部長会議提出 

5 月 

15 日 

「歩いて楽しいまちづくり

PJ」（案）部長会議説明

（5/15・6/24） 
了承 A 

●歩いて楽しいまちづくりプロ

ジェクトの実践 

1. 重柳地区 

 

   A 

①地区住民を取り込める事業の

検討 

 ※地域が課題解決として認識

し取り組む事業とする 

 

5 月～

6月 

「歩いて楽しいまちづくり

PJ」事業打ち合わせ会議 

（ペンション協議会、環境市

民 NW、庁内関連部署） 

（7/23・8/21・8/26・9/20・

10/16・10/24） 

計画検討 A 

市民・ 

事業者・ 

行政 

（生活環

境課・ 

まちづ 

くり推 

進課） 

②事業実施にあたっての関係団

体、関係部署との調整 

 

5 月～

6月 

 

区長会説明（７月） 

 
計画説明 A 
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③事業の実施 

 

5 月～

6月 

「歩いて楽しいまちづくり

PJ」豊科地域重柳区開催

（9/29） 

「歩いて楽しいまちづくり

PJ」明科地域潮沢区開催

（11/2） 

実施 A 

④事業実施を通して、課題の抽

出、今後の展開についての検

討をする。 

 

12 月 

～ 

平成 

26 年 

2 月 

潮沢区長との打ち合わせ 

（1/29） 

要望の 

抽出 
A 

2. 実践対象モデル地区の確定 

 ※実践対象地域が課題解決と

して認識し、取り組む事業

とする 

5 月～

12 月 
  A 

潮沢区長との打ち合わせ 

（1/29） 

モデル 

地区の 

承認 
A 

①モデル地区の「いいところ」

（水辺・山並み・田園・歴史・

文化・里山・森・温泉）の把

握 

 

平成

26 年 

1 月～

3月 

 
潮沢区長との打ち合わせ 

（1/29） 

要望の 

抽出 
A 

②モデル地区の情報マップ作成 

 

平成

26 年 

1 月～

3月 

ﾏｯﾌﾟ（案）作成 作成 A 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(6) 耕作放棄地を減らして安曇野の風景を守る 担当：農業 WG （事務局：深澤） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 

・ 耕作放棄地を減らし、農地を保全する 

・ 新規就農者を増やし、農業従事者や地域が意欲的に農業を続けていくことのできるような

環境整備を進める 

方向性 

・ 荒廃農地解消に向けた相談から情報提供まで一貫した対応ができる体制を構築する 

・ 相談・問合せ等の窓口を一元化した「就農支援室」を設置し、具体的な所得向上策の提

案など農家の後継者を確保する体制を確立する 

・ 農業学習の仕組みと指導体制を整備し、市民が農にふれあうきっかけを増やす 

時 期 内 容 

目 標 
平成 25 年度  

・認定農業者数  274 経営体 

・新規就農者数  7 人／年 

・耕作放棄地面積 53.8ha 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 

・目的、方向性に沿ってみればほぼそれぞれ達成している。 

ただし、耕作放棄地が全面的に解消するには難しいのが現状であるが、辛抱強く

継続するよう努めていただきたい。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・今年度を踏襲して次年度も引き続き、目標達成に鋭意努力していただきたい。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●人・農地プラン作成* 

①市内の JA 支所単位で、人と農

地の問題の解決に向けた新た

な地域農業の仕組みを作成す

る 

 

4 月～

(14 地

区で

作成)

暫定プランの見直し 

・豊科、南穂高、高家、上

川手（11/20） 

・三田・烏川（12/20） 

・穂高、三郷、明科（3月上

旬開催） 

プ ラ ン

毎の検

討を実

施 

A 

青年就農給付金事業 

・国から 5 年間、150 万円/

年の給付 

給付者：

12 名 

新規就農者生活支援金

支給事業 

・市農業再生協議会から

上限 5 万円/月給付 

給付者：

3 名 

親元就農促進事業 

（親元就農支援金） 

・市から 20 万円/年を給付

する。 

給付者：

26 名 

JA・市農

業再生協

議会・ 

行政 

（農政課 

・農業委

員会） ●青年就農給付金事業（国庫事

業）の活用、新規就農者生活

支援金支給事業（市農業再生

協議会事業）並びに親元就農

促進事業（市）の推進 

①対象者の公募、申込受付～決

定～補助金交付 

②対象者への農地情報提供、営

農指導等 

③対象者からの実績報告 

 

4 月～

 

通年 

 

平成

26 年 

3 月 

親元就農促進事業 

（機械等整備補助金） 

上記就農者が整備する農

業用機械等の取得費用補

 

申請者：

8 名 

A 



 31

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

助（補助率 3/10 以内） 

荒廃農地調査によるデー

タ作成（6 月～7 月・12 月） 

662 筆の 

調査によ

る約６．２

ｈ ａ の 解

消。 

●耕作放棄地対策 

①現地調査（実施～集計～まと

め～有効活用） 

②耕作放棄地対策相談窓口の充

実 

③耕作放棄地解消補助事業等促

進 

 （草刈り機・トラクター貸出

事業） 

 

通年 

 

通年 

 

通年 
歩行型草刈機の無償貸与 ３台の活

用 

（ 穂 高 ・

三郷・明

科） 

Ａ 

活動組織（集落）数の拡大 

（通年実施） 

32 組織 

（H24） 

→ 

40 組織 

（H25） 

共同活動の実施 

（通年実施） 

地域環 

境の改 

善 

●農地・水保全管理支払交付金

事業 

①対象集落数の拡大 

②共同による農地・農業用水・

農村環境の保全活動 

③農業用施設の長寿命化の取組

み 

4 月～

向上活動の実施 

（通年実施） 

農業用 

施設の 

長寿命 

化 

Ａ 

●中山間地域等直接支払事業 

①中山間地域などの農業生産条

件が不利な地域において、集

落で農地の管理方法や役割分

担を決めた「協定」を締結し、

地域ぐるみで農地を守る 

4 月～

協 定 締 結 集 落 に 対 し 、

国、県、市から農業生産

活動を支援する交付金を

交付する。 

15 集落 

約 10ha 

の農地 

に 1,600 

万円の 

交付 

 

Ａ 

市民・市

農業再生 

協議会・

行政 

●農業体験講座の開催により、

新規就農を目指す方の支援を

行うとともに市民も参加す

る。 

①市内 6 団体の農業塾及び体験

農場の開講支援 

②市民も事業に協力するととも

に積極的に参加する 

通年 

新規就農者の育成を目的

に会委員を募り、野菜栽

培等の実地研修を行う農

業塾や体験農場に対し、

市からの補助金により活

動支援。 

市内 5 

組織 

174 名 

の会委 

員活動 

 

補助金 

総額 

1,256 

千円 

Ａ 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(7) 地元産農産物の地域内での消費拡大をはかる 担当：農業 WG （事務局：深澤） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 

・ 地産地消を進め、安全・安心な地元農産物の消費を拡大する 

・ 地元農産物の質と安全性を高くする取組みを推進するとともに、学校給食や農産物直売

所等において、地産地消の取り組みを増やす 

方向性 

・ より適正な価格で販売することを視野に入れ、地元産農産物の地域内での消費拡大をは

かる 

・ 「農業体験講座」等の拡充 

・ 学校給食での地元農産物の使用を拡大するとともに、学校給食を通じて子どもと地元農

家の接点を増やす 

・ 環境にやさしい配慮した農業を推進するため「環境に配慮した安全・安心な農業講座」を

開設し、エコファーマーの拡充を図る 

時 期 内 容 
目 標 

平成 25 年度末 ・安曇野産農産物の使用率を把握し、地産地消の拡大を確認する 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 

・目的、方向性、目標に沿ってみればほぼそれぞれ達成している。 

「エコファーマー」に関する活動報告や事業内容について更に広報等周知して、

多くの市民に知っていただきたい。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・冬場の農産物拡大についての施策、空きハウスの利用について推進が望まれる。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価 

JA・ 

市 農 業

再 生 協

議会・ 

行政 

（ 農 政

課、農業

委員会） 

●地元農産物消費拡大 

①「農業体験講座」等を増や

し、播種から収穫までの一

連の作業や作物の加工体験

を行い、農業に対する理解

と交流の促進に取り組む 

 

通年 

農業体験講座の実施 

播種～収穫 加工体験な

ど 

ニーズ 

に対応 

した体 

験メニ 

ューの 

実施 

A 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 事業名 場 所 実施期間 

コープな

がの、Ｊ

Ａあづみ 

国際協力田田

植体験 

堀金 

烏川 
5 月 

コープな

がの、Ｊ

Ａあづみ 

ふれあい農園 
堀金 

烏川 
4 月～11 月 

あづみ野

農業塾 
安曇野農業塾 

豊科 

高家 
4 月～3月 

堀金公民

館 

農業体験講座

スイカ塾 
堀金 4 月～8月 

三郷やす

らぎ運営

委員会 

やすらぎ農場 

ふれあいセミ

ナー 

三郷温 5 月～3月 

穂高土曜

農業塾 

穂高農業体験

塾 

穂高 

有明 
3 月～12 月 

烏川体験

農場 
烏川農業体験 

堀金 

烏川 
2 月～1月 

三田体験

農場 
三田農業体験 

堀金 

三田 
4 月～3月 

あかしな

農業塾 

明科農業学習

塾 

明科 

東 川 手

他 

3 月～12 月 

合  計 9 箇所 － － 

 

実施
主体

事業
名 

場
所

実
施
期
間

回
数 

参
加
人
数/
回 

延
べ
参
加
人
数 

コー
プな
が
の、
ＪＡ
あづ
み 

国際
協力
田田
植体
験 

堀
金
烏
川

５
月

1 126 126 

コー
プな
が
の、
ＪＡ
あづ
み 

ふれ
あい
農園

豊
科
南
穂
高

5
月
～
10
月

3 15 46 

あづ
み野
農業
塾 

安曇
野農
業塾

豊
科
高
家
他

4
月
～
３
月

12 68 

570
＋
実
習 

堀金
公民
館 

農業
体験
講座

堀
金

5
月
～
12
月

7 6 42 

三郷
やす
らぎ
運営
委員
会 

やす
らぎ
農場
ふれ
あい
セミ
ナー

三
郷
温

5
月
～
3
月

10 30 255 

穂高
土曜
農業
塾 

穂高
農業
体験
塾 

穂
高
有
明

３
月
～
12
月

10 33 

282
＋
実
習 

烏川
体験
農場

烏川
農業
体験

堀
金
烏
川

2
月
～
1
月

14 33 

360
＋
実
習 

三田
体験
農場

三田
農業
体験

堀
金
三
田

4
月
～
3
月

8 21 

130
＋
実
習 

あか
しな
農業
塾 

明科
農業
学習
塾 

明
科
東
川
手
他

3
月
～
12
月

12 22 

220
＋
実
習 

合  
計 

９箇
所 

－ － 77 － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価 

●エコファーマー*、県認証農

家の育成を図る 

①農業再生協議会主催による

「環境に配慮した安全・安

心な農業講座」の開催 

 

通年 

「環境にやさしい農産物栽

培研修講座」を開設。 

（6/4・7/30・11/7・2/5） 

東京都武蔵野市のアンテ

ナショップを視察 

（9/13） 

受講者 5

名 
A 

JA・行政 

（ 農 政

課、農業

委員会）

等 

●地元産農産物の使用割合把

握 

①農産物直売所を中心に、地

元農産物仕入高（売上高）

調査を実施 

 

通年 農産物直売所での地元農産

物の出荷量の把握 

（通年） 

空きハウス 

利用の推 

進と実施 

 

農産加工 

品の供給 

A 

市内４か所の学校給食セン

ターへの安曇野市内農産物

の納入状況の調査と使用の

推進（通年） 

安曇野産 

米の使用 

 

野菜の供 

給 

A 

JA・農家

団体・ 

行政 

(学校給

食課、 

農 業 委

員会）等 

●学校給食における地域食材

の使用率向上 

通年 

「安曇野の日」の実施に

よる地域食材を使用し

た献立給食の提供 

（１回/月） 

児童・生 

徒へ地域 

食材の紹 

介 

A 

市民 ●地元農家による青空市等の

拡大 

 

通年 直売所におけるイベント及

びその他の場所での地域農

産物の販売 

安曇野農 

産物の PR 

の実施 
A 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(8) 豊かな地下水を保全する 担当：資源・エネルギーWG （事務局：岡本） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 ・ 安曇野の地下水の保全・涵養及び適正利用を図り次世代に引き継ぐ 

方向性 

・ 水環境基本計画の策定 

・ 水資源対策協議会の運用 

・ 市民への情報提供と地下水保全に対する意識の向上 

・ アルプス地域地下水保全対策協議会との連携 

時 期 内 容 
目 標 

平成 25 年度末 ・地下水保全条例を施行・運用する 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 
・地下水保全条例制定後の運営・管理体制を構築した。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・水環境基本計画策定委員会の運営を早期に進める。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●市民へ情報提供し地下水保全

に対する意識の向上を図る 

①広報、ホームページへの掲載 

 

②出前講座の実施 

 （安曇野市協働のまちづくり

出前講座にメニュー掲載） 

 

 

4 月～

 

通年 

 

 

井戸の設置状況届出につ

いて 

地下水保全講座 

「安曇野の水資源を次世

代へ」 

 

4/1 

 

7/3 

40人 

2/7 

30人 

A 

●地下水保全条例の運用 

①既往取水者、井戸所有者の届

出 

②新規取水者の取水量管理 

 （地下水採取審査委員会の開

催） 

 

4 月 

1 日～

9月 

30 日 

通年 

 

市内に井戸を所有してい

る、借り受けている人に届

出をしてもらう。 

新規に井戸を設置する場

合に、適否を審査する。 

 

573件 

受理 

（9割） 

非 公

開 

A 

市民・事

業者 

・行政 

（生活環

境課） 

●水資源対策協議会の運用 

①協議会の役割、方針の決定 

②地下水位のモニタリング及び

結果の公表 

③麦後湛水検証事業の実施 

 

6 月 

通年 

7 月～

9月 

事業計画策定 

明科地下水位観測所 

堀金地下水位観測所 

麦刈取り後圃場への湛水 

及び調査結果まとめ 

 

7/11 

12ヶ月 

 
7月～8月 

約11ha 

A 

行政 

（生活環

境課） 

●水環境基本計画策定の検討 

①計画策定委員の選定 

②計画の方針、策定までのスケ

ジュール決定 

 

 

 

6 月 

6 月 

 

庁内調整、平成29年度の

施行を目指す 

 
9月 B 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

 ●アルプス地域地下水保全対策

協議会との連携を図る 

①平成 25年度アルプス地域地下

水保全対策協議会 

 

年度内

4回 

(5 月 

8 月 

10 月 

2 月) 

 

 

担当者会議の開催 

 

5/27 

7/31 

2/12 

※WG 

4 回 開

催 

A 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(9) ごみを減らそう 担当：資源・エネルギーWG （事務局：岡本） 
 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 
・ 市民・事業者・行政との協働によるごみの減量、資源化及び適正処理を推進し、循環型社

会の実現を目指す 

方向性 
・ ごみの適正分別と指導・啓発 

・ ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の促進 

時 期 内 容 

目 標 
平成 25 年度末 

・ごみの分別と減量化 

・ごみの適正分別と指導・啓発と処理の最適化 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 

・おおむね計画どおりに実施できた。 

・家庭系可燃ごみ排出量 10,477t/H25.4～12（前年比 -0.2%） 

・事業系可燃ごみ排出量  7,373t/H25.4～12（前年比 -0.3%） 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・ごみの排出量の減量に向け、取り組みを継続する。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

＊＊＊ 新たな取り組み ＊＊＊ 

●排出量の管理 
通年 家庭系及び事業系ごみの

排出量管理 

減少 

見込み A 

 

 

回収ボックスの設置 

（支所５箇所） 

回収量 

約 

3,000 

kg 

（3月末 

見込) 

●「使用済小型電子機器等の再

資源化の促進に関する法律* 

 （施行 平成 25 年 4 月 1日）」

の対応 

①回収ボックスの設置（支所 5 箇

所） 

試験回収により排出量等を把握

し、今後の対応策の検討資料と

する 

6 月～

 

安曇野環境フェアで 

回収を実施 

10/12 

・13 

回収量 

3,075kg 

A 

●水切り道具モニター結果の検証

①モニター結果を参考に普及啓

発方法を検討 

平成

26 年

1 月～
年4回計量結果をモニタリ

ング 

生 ゴ ミ か

ら っ と 10

名 、 し ぼ

り っ 子 7

名 よ り 報

告 

A 

●生ごみの減量・資源化アドバイ

ザーの人材育成について検討

する。 

10 月
各地区の環境部長会議に

おいて教育を実施 

4月 

11月 
A 

 

市民・事

業者 

・行政 

（廃棄物

対策課） 

●収集運搬業者に向けた研修会 

8 月 事業系ごみの減量、適正

処理について 

 

11/27 
 

A 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

＊＊＊ 従来からの取り組み ＊＊＊ 

【循環型社会の形成】 

●ごみの適正分別指導・啓発 

 
  A 

①広報及び市ホームページ掲載 4 月～ 家庭ごみ、資源物の分別等 広報 4 回、HP 通年

ポスター募集 1 校 
②小中学校との連携の環境教育 

随時 

一斉清掃参加依頼 延べ 1,820 人 

③区や環境部からの要請により現

場にて対応 

随時 ごみ・資源物集積所等に

おいて巡回指導 
随時実施 

④区や環境部等からの出前講座 
随時 

出前講座等実施 
出前講座2回 

(1/27、2/15)、 

環境部長会議5回

⑤市主催のイベントを活用して情

報提供 

随時 安曇野環境フェア出展 10/12・13 

⑥不適切な排出に「注意シール」

添付 

随時 ごみ・資源物集積所等に

おいてシール添付 
 

●不法投棄防止パトロール 随時 監視員によるパトロール 1,940時間 A 

●春と秋の市内一斉清掃日への

対応 

5 月 

11 月

各区環境部、小中学校、高

校等に協力を依頼し実施 

5/26 

11/3 
A 

●事業系ごみの展開検査と分別

収集指導 

6 月 大型ごみを確認し指導 6/19 

11/19 
A 

●事業者への減量化と適正処理

の協力要請 

10 月 事業系ごみの減量、適正

処理について 
11/27 A 

●市有施設のごみ排出、資源化

を検証し改善指導 

7 月 資源ごみの分別排出の徹

底 

毎月 

第4水曜 
A 

●高齢者の排出支援調査研究 

（社会福祉協議会、JA あづみ等

と連携） 

8 月～

11 月

現行のサービス展開にお 

いて一定の効果が認めら 

れる 

 A 

●粗大ごみ及び処理困難物の収

集・運搬・処理体系構築 

5 月～
平成26年

2 月 

「使用済み小型家電」の 

回収を開始 

 

7月～ 

約6,000 

ｋg見込 

A 

【リデュース】 

●ごみの減量化に向けた処理機

器 

（生ごみ処理機、コンポスター）

購入費補助 

4 月～

①生ごみ処理機補助 

②せん定木等粉砕機 

①74件 

②13件 
A 

●「段ボールコンポスト講習会」

を開催し普及を図る。 

6 月～

10 月
豊科リサイクルセンターで開催 

11/16 

3/21(予定)
A 

【リユース】 

●廃却・放置自転車の修理再生

販売 

2 月 安曇野環境フェアにおい 

て展示販売 

豊科リサイクルセンターで頒布

会を開催 

10/12 

31台販売 

3/21(予定)

30台予定 

A 

市民 

・事業者 

・行政 

(廃棄物

対策課) 

 

【リサイクル】 

●「緑のリサイクル（家庭から

の剪定枝のチップ化）」事業

について実施する。 

4 月～

11 月 宅内排出庭木剪定枝のチ 

ップ化及び資源化 

処理量 

85,365kg
A 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

廃食用油回収 
回収量 

3,150kg 
●家庭から出る廃食用油を回収

し BDF 製造装置で処理し燃料

化する。 

4 月～

11 月

バイオディーゼル燃料製 

造 

製造量65ℓ

にとどまる 

販売先確

保が課題 

C 

●家庭から出る廃食用油を回収

し手作り石鹸にして希望者に

有償配布する。 

4 月～

12 月 石鹸加工プラント運営業務 
販売金額

155千円 
A 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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(10) 環境について教え学び、取り組む仕組みづくり 担当：自然・環境教育 WG（事務局：飯田） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 
・ 学習会や講座などを通しての環境保全への理解と参加を呼びかける 

・ 市民、事業者、行政の環境保全活動の教育・情報体制を構築する 

方向性 

・ 環境教育に取り組む人材の育成 

・ 環境に関する情報の蓄積と提供 

・ 環境に関する学習機会の提供 

時 期 内 容 
目 標 

平成 25 年度末 ・環境に関する情報の整備とライブラリー化 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 
・学習会や講座などを通しての環境保全への理解と参加を呼びかけ、境保全活

動の教育・情報体制を構築することができた。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 
・環境学習の体制の構築だけではなく、その利用方法についても検討が必要。 

 

■平成 25 年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●環境学習の推進と人材育成     

①安曇野環境市民ネットワーク

による環境学習プログラムの

提供、更新 

通年 小中学校に提供 

情報の更新 

 

 
Ａ 

スキルアップセミナーの開催 2 回開催 ②各種研修会などへの参加呼び

かけと開催 

通年 

環境カフェの開催 6 回開催 

Ａ 

明科中学校で実施 10 回 

開催 
③小中学校での実施 通年 

市内 15 小中学校で実施 延べ 

250 日 

Ａ 

④公民館講座等での実施 通年 三郷公民館で実施 のべ 5 日

実施 
Ａ 

⑤安曇野環境フェアへの参加 10 月 堀金総合体育館で実施 1,500 人 

参加 
Ａ 

⑥協働のまちづくり出前講座の

利用 

通年 
各講座を実施 

計 4 回 

利用 

Ａ 

●環境関連情報の整備と発信     

①「広報あづみの」による広報 通年 
「緑のカーテン」など 

6 回 

掲載 
A 

②あづみ野エコプラン.net の整

備と活用 

通年 7 月 1 日 ホームページの

リニューアル 
実施 B 

市民・ 

事業者・

行政 

(生活環

境課・ 

まちづく

り推進課 

・教育委

員会等） 

③市立図書館での環境関連図書

の充実 

通年 
環境関連図書の購入 

40 冊 

購入 
Ａ 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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（11）環境マネジメントシステム（EMS）の導入を促進する 担当：資源・エネルギーWG  

 （事務局：岡本） 

■プロジェクトの基本事項 

目 的 
・ 市の業務の環境負荷低減および定めた目標を確実に実行する 

・ 事業者へのEMSの導入により環境負荷を低減させる 

方向性 
・ 市の業務へのEMS導入 

・ 事業者へのEMS導入支援 

時 期 内 容 

目 標 
平成25年度末 

・庁内EMS導入スケジュール策定とそれに伴う予算化 

・安曇野版EMSの構築及び構築時期の検討（構築の妥当性の検証を含

む） 
 

■本年度の実績評価 

【評価】 
評価 

(Check) A 
・導入スケジュールまでの検討がなされた。 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
 

■次年度への展望と課題など 

改善 

(Action) 

・職員への環境教育の体系化を図る。 

・システムの詳細について検討する。 
 

■平成25年度の実施計画および結果 

計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●庁内EMSの検討    A 

①所管課の決定 

 

6月 

までに
担当部署は総務部総務課 

6月 

 

②導入スケジュールの検討 

 

10月ま

でに 

平成28年度の実施を目指

すための日程を決定 

6月～10月 

③平成26年度予算の計上 11月～ 予算計上無 

（庁内会議による検討が主

であるため） 

※検討の結果、

現行の体制で対

応することとなっ

た。 

行政 

 

④職員の環境教育の状況把握 10月～ 各庁舎内における 

省エネ行動の推進 
 

環境教育の現状

把握、環境教育

が体系化されて

いないことが分 

かった。 
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計画 (Plan) 実行 (Do) 

主 体 内 容 時期 実施内容 結果 評価

●庁内導入EMSを考慮した安曇野

版EMSの推進会議での検討(構

築の必要性、構築時期を含めた

検討) 

①自治体独自のEMSの内容把握と

効果と課題の把握 

 1)「塩尻環境スタンダード」 

  （塩尻市） 

 2)「南信州いいむす２１」 

  （南信州広域連合） 

 1)､2)の中小企業向け独自EMS

の内容把握と運用状況の把

握（利点と課題） 

 

 

 

 

4月～ 

 

 

塩尻市市民環境事業部生

活環境課 訪問聞き取り 

 

 

 

 

飯田市水道環境部地球温

暖化対策課ISO推進係訪

問聞き取り 

 

 

12/13 

 

 

 

 

 

12/20 

 

 

 

 

 

 

B 

事業者・

行政 

②市内企業のEMS加入状況の把握

（ISO14001、エコアクション21、

KES等把握可能なEMS） 

 

4月～ 

 

安曇野工業会会員向けに 

アンケート調査実施 

10月 

25事業

所より 

回答 

 

※A：目標達成、B：75％程度達成、C：50％程度達成、D：25％程度達成、E：ほぼ未着手、－：判定不能 
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4  次年度へ向けて 

4.1  市全体のテーマの進行 

(1) 年次テーマ 

本年度の年次テーマは、「安曇野の環境を知り、育み、伝える ～みんなで広げよう活

動の輪～」でした。市民自らの手で安曇野の環境をより良くしていくことを目指してこの

テーマが選定されたものの、本年度の取り組みでは、主体が市民、事業者、行政で一体と

して扱われているものも多く、主体が不明確な点も見受けられました。 

そこで次年度は、本年度と同じテーマのもと、新たに策定された「第二次安曇野市環境

行動計画」に基づいて計画を作成し、主体となる市民、事業者、行政が何をすればよいの

か、より具体的に分かりやすく示します。これにより、誰もが具体的に取り組むことがで

き、参加できる仕組みづくりを目指します。 

年次テーマの展開方法として、特に市民が主体となる重点プロジェクトを着実に推進す

るとともに、環境フェアなどのイベントや広報などを通じた普及啓発活動を積極的におこ

ないます。 

• 市民が主体となる重点プロジェクト 

  ①緑化と省エネを主体とした CO2削減に取り組む 

  ②安曇野にふさわしい生態系を守る 

  ③身近な水辺を育み地域の歴史と文化を大切にする 

• イベントなどでのテーマ設定 

安曇野環境フェア 2014（仮称）でのテーマ設定 

安曇野環境市民ネットワーク・フォーラム  など 

• 広報などでの普及啓発活動 

広報誌などによる取り組みの宣伝 

安曇野市環境基本計画関連情報サイト「安曇野エコプラン.net」の活用  など 

 

(2) 長期テーマ 

環境基本計画の計画期間である平成 20 年度～平成 29 年度を通じて、「地球温暖化防止

にみんなで取り組む」という長期テーマが設定されています。そこで、次年度も本年度に

引き続き、同じテーマで取り組みの展開をはかります。 

 

4.2  第二次環境行動計画に基づく実施計画の作成 

平成 20 年度に策定された環境基本計画に基づき、平成 21 年度に策定された第一次環境

行動計画は、本年度までに実現する項目を取り上げました。 

次年度は、第一次環境行動計画を検証し改定された第二次環境行動計画に基づき、実施

計画を作成します。 
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4.3  重点プロジェクトの推進 

計画の立案に際しては、第一次環境行動計画で取り組まれてきた重点プロジェクトを検

証し、取り組み方針について「環境行動プロジェクト（プログラム化と進行管理）」と、

「計画推進プロジェクト（計画に沿った推進と実践）」の二つに区分します。 

「環境行動プロジェクト（プログラム化と進行管理）」では、主体となる市民、事業者、

行政が具体的に何をすればよいのか分かる形で環境に関する行動のプログラム化を行い、

全市的に展開していくことを目指します。また、「計画推進プロジェクト（計画に沿った

推進と実践）」では、他計画の方針に沿った取り組みについて推進会議で進行管理を行い、

推進と実践を進めます。 

 

次年度の重点プロジェクトの区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境行動プロジェクト（プログラム化と進行管理） 

●ねらい 

・取り組みが必要な活動について、市民、事業者、行政が何をすればよいのか分かる 

ようプログラム化し、具体的に進めていきます。 

・達成度が分かるよう数値目標を設定し、進行を管理します。 

●網羅する範囲 

・第一次行動計画では取り組みが十分ではなかった活動 

・他計画では網羅しきれていない活動 

計画推進プロジェクト（計画に沿った推進と実践） 

●ねらい 

・庁内調整会議など関係部署と連携しながら、進行を管理します。 

・年度内に 2回程度の頻度で、関係部署の担当者から進捗状況について報告を受け、工程

が遅れたり見直しが必要と判断される項目については、取り組みの改善を要望します。

●網羅する範囲 

・他計画等で推進されている活動 
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参考資料１：環境基本計画の推進体制と進行管理 

【推進体制】 

環境基本計画は、市民・事業者・行政、その他関係する組織・団体など、さまざまな主

体の各自の取り組みと、相互の連携や協働によって推進する必要があります。 

環境基本計画を受けて策定した環境行動計画において定めた推進体制を、下の図に示し

ました。中核となるのは、市民・事業者・行政を含めた組織である「環境基本計画推進会

議」であり、市全体としての計画の進捗状況の把握、課題点および対応策の検討などを行

う機能です。このほか、行政内部の調整組織である「環境基本計画庁内調整会議」、専門

的な見地から計画の達成・進捗状況を点検・評価する「環境審議会」のそれぞれが連携し

て計画の推進をはかります。 

また、平成 21 年 9 月に発足した「安曇野環境市民ネットワーク」も、さまざまな市民団

体などをとりまとめ、団体間の調整・連携をはかるとともに、事業者・行政との協働の窓

口として機能します。 

 
推進体制（環境行動計画版） 
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【進行管理】 

環境基本計画の進行管理フローは、マネジメントの基本的なサイクルである PDCA サイク

ル（計画（Plan） → 実行（Do） → 点検・評価（Check） → 改善（Action））にしたが

って進行します。 

このサイクルは、毎年においては年度別実施計画に基づいた年間の取り組みと進捗状況

をまとめた年次報告が基本となります。 

 

① 計画する（Plan） 

事務局は、環境基本計画・環境行動計画を基盤として年次の実施計画を策定します。２

年目以降は、「環境基本計画推進会議」の結果である「年次報告」に基づき、「環境審議

会」および市民・事業者などの意見から庁内担当各課の年次目標を設定し、年次実施計画

を策定します。 

 

② 実行する（Do） 

各主体は実施計画に基づき、前項の推進体制に沿って取り組みを進めます。進捗状況に

ついては、「環境基本計画推進会議」や「環境基本計画庁内調整会議」において把握し、

調整を行います。 

 

③ 点検する・評価する（Check） 

事務局は、実施計画に基づき行った取り組みの結果について集約を行い、各会議に報告

します。「環境基本計画推進会議」では、市全体の取り組みの結果を集約し、「年次報告」

を作成します。「年次報告」は「環境審議会」での点検・評価を行うとともに、広く市民・

事業者に公表して意見を募ります。 

 

④ 見直す・改善する（Action） 

事務局は、「環境審議会」での点検・評価結果、および「年次報告」に対して寄せられ

た意見について対応を検討し、次年度の年次実施計画への反映と、必要に応じて計画の見

直しを行います。 
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進行管理（環境行動計画版） 
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参考資料２：安曇野市環境基本計画推進会議委員 名簿 

役 職 氏 名 所属など 区 分 備 考 

会 長  千國 温   

副会長  植松 晃岳 
旧環境基本計画策定委員 市長推薦 

  

 川井 敏克 安曇野市商工会   

 本木 修一 

～平成 25 年 5 月 

離職により任期終了 

任期後はオブザーバー

として参加  

胡桃沢 宏行 

安曇野工業会 

平成 25 年 6 月～ 

就任による 

 中嶋 勝美 
～平成 24 年 8 月 

農業委員改選による 

 丸山 多江 

安曇野市農業委員会 
平成 24 年 8 月～ 

農業委員改選による 

 青柳 聡 ＪＡあづみ 

事業団体代表 

  

 望月 静美 安曇野市消費者の会   

 岡江 正 
長野県建築士会 

安曇野支部 
  

 太田 忠雄 
安曇野市地球温暖化 

防止活動推進協議会 
  

 田村 恵子 安曇野環境市民ネットワーク

環境関連団体

代表 

  

 寺島 次男   ～平成25年1月 辞任

 百瀬 智之   
公募委員 

～平成25年1月 辞任

 樋口 嘉一   

 宮﨑 崇徳   

委員 

 近藤 眞奈美 

旧環境基本計画策定委員 市長推薦 

  

（任期：平成 24 年 4 月 1日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 

  
推進会議の様子（平成 25 年 6 月 25 日）   推進会議の様子（平成 25 年 11 月 26 日） 
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参考資料３：写真アルバム 【環境フェア】 

 
開会式 

 
漫才＆科学実験ショー 

 
人形劇（3匹のコブタ） 

 
リサイクル自転車の展示・頒布 

 
メインアリーナ 

 
屋内ブース 

 
子ども広場 

 
屋外ブース 
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環境活動発表会 

 
トークセッション 

 
「三角島」スケッチコンテスト表彰式 

 
集合写真 
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参考資料４：イベント参加団体一覧 

【安曇野環境フェア 2013】 

■出展団体（分類ごとの五十音順） 

分類 団体名 分類 団体名

安曇野環境市民ネットワーク コープながの

安曇野市環境基本計画推進会議 生活クラブ生活協同組合

安曇野工業会 ㈱ちくま精機

安曇野市地球温暖化防止活動推進員協議会 特定非営利活動法人ＣＯ２バンク推進機構

キッセイ薬品工業㈱ 長野県電波適正利用推進員協議会

㈱サクセン マックスバリュ長野㈱

信州環境フェア実行委員会 松本市消費者の会波田地区

信州大学松本キャンパス環境ISO学生委員会 ㈱ランド・エコ

３Ｒおじさん 安曇野まちなかにぎわいプロジェクト

セイコーエプソン労働組合 あづみの再活の松プロジェクト

安曇野市版レッドデータブック作成委員会 安曇野百選プロジェクト

安曇野緑の会 安曇野ふるさとづくり応援団

NPO法人 川の自然と文化研究所 三角島ふるさとの森プロジェクト

環境省 松本自然環境事務所 屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト

関東農政局中信平ニ期農業水利事業所 安曇野市豊科ささえあいセンター「にじ」

自衛隊長野地方協力本部広報センター エクセラン高等学校

ＮＰＯ法人 信州ツキノワグマ研究会 トゥモロウ・リーディング・倶楽部（T･L･C）

信州水環境マップ・ネットワーク マイ箸づくりサポートボランティア

田淵行男記念館こども自然観察教室「むしの会」 安曇野市耕地林務課

長野県烏川渓谷緑地 市民会議 かえる３１１

長野県松本地方事務所　林務課 ㈱角藤 長野本部

三郷昆虫クラブ ㈲唐木電設

ＮＰＯ法人　森倶楽部２１ ㈱サンジュニア

安曇野建築三会 自然エネルギーネットまつもと

安曇野市生活環境課・安曇野防犯協会連合会 自然エネルギーネットまつもとＭＯＫＵＢＡの会

安曇野市廃棄物対策課 太陽力㈱

あづみ太陽光発電研究会 ㈱竹村製作所

あづみ野建設労働組合 中部原子力懇談会

安曇野市下水道課、安曇野建設事務所、
（公財）長野県下水道公社

デュプロ㈱

安曇野市消費者の会 ニチコン㈱

関東農政局松本地域センター 松本日産自動車㈱

㈱キクイチ ㈱モキ製作所

自然

環境
全般

エネ
ルギー

環境
学習

景観

生活

生活
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参考資料５：重点プロジェクトの取り組み状況 

ここでは、本年度取り組んだプロジェクトごとの成果物や実施状況の写真などをご紹介します。 

 

①CO2排出量を削減する ②生物多様性を維持する 

環境家計簿モニター募集 
アレチウリ駆除活動 

（穂高川右岸の早春賦歌碑北） 

 

（実施期間：平成 26 年 1 月 1日 

～平成 26 年 12 月 31 日） 

（撮影：平成 25 年 8 月 31 日） 

  
③森づくりを推進する ④緑化による環境負荷の低減 

里山再生計画検討委員会の実施 「緑のカーテン」コンテスト 

 
（期間：平成 24～26 年度） （撮影：平成 25 年 8 月 14 日） 

  
⑤歩いて楽しいまちづくり ⑥耕作放棄地を減らして安曇野の風景を守る

歩いて楽しいまちづくり事業実施 

（豊科地域重柳地区） 

荒廃農地対策モデル事業 

（明科地域） 

 
（撮影：平成 25 年 9 月 29 日） （期間：平成 25 年 12 月 18 日～） 
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⑦地元農産物の地域内での消費拡大をはかる ⑧豊かな地下水を保全する 

「安曇野の日」の献立 麦後湛水検証事業 

  
（撮影：平成 25 年 9 月 18 日） 

地域食材：ごはん、のざわなごはんの素、とうふ、にじ

ます、しめじ、たまねぎ、安曇野漬け 

※月一回「安曇野の日」献立があり、その日を中心に地

域食材をより多く使った給食が作られます。 

（撮影：平成 25 年 8 月 26 日） 

  

⑨ごみを減らそう 
⑩環境について教え学び、 

取り組む仕組みづくり（1/2） 

環境フェアでのリサイクル自転車の展示・頒布 安曇野市環境基本計画関連情報サイト「安曇野

エコプラン.net」の HP リニューアル 

 
（撮影：平成 25 年 10 月 12 日） 

 （更新：平成 25 年 7 月 1日） 
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⑩環境について教え学び、取り組む仕組みづくり（2/2） 

本年度まとめた環境学習プログラムの一覧 

№ プログラム 団体名等 

1 
快適住まいづくり相談 
（省エネ・耐震・高齢化対策等） 

2 
じっくりみよう 学校のまわり 
（景観教育プログラム） 

安曇野建築三会 

3 
マツ枯れ被害木によるアカゲラ 
巣箱づくりとマツ枯れ予防 

あづみの再活の松プロジェクト 

4 家庭でできるプチエコアクション 安曇野市消費者の会 

5 
地球温暖化防止活動／ 
中小企業の EMS 支援 

安曇野市地球温暖化防止活動推進員協議会

6 景観ウォークラリー 安曇野百選プロジェクト 

7 ふるさとウォッチング 

8 ぬかくど炊飯体験 
安曇野ふるさとづくり応援団 

9 桜の観察会・苗木の植樹 安曇野緑の会 

10 花のじゅうたん作り体験 アルプス花街道実行委員会 

11 河川の自然観察会 NPO 法人 川の自然と文化研究所 

12 三角島の自然と景観の紹介 三角島ふるさとの森プロジェクト 

13 ツキノワグマの生態・対処法 NPO 法人 信州ツキノワグマ研究会 

14 田淵行男の人と業績 
田淵行男記念館 
 こども自然観察教室「むしの会」 

15 搾油体験 

16 段ボール堆肥づくり 
nano 花隊 

17 循環型農業の実践を通じた学び バジルクラブ 

18 マイ箸・箸袋づくり体験 マイ箸づくりサポートボランティア 

19 楽しい里山での体験学習 NPO 法人 森倶楽部２１ 

20 屋敷林の紹介 屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト 

21 バードウォッチングと安曇野の野鳥 

22 安曇野の自然 

23 里山歩きと安曇野の自然 

24 安曇野自然案内人養成講座 

野生生物資料情報室 

 

⑪環境マネジメントシステム（EMS）の 

導入を促進する 

 

飯田市訪問  

 

 

（更新：平成 25 年 7 月 1日）  
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参考資料６：安曇野環境市民ネットワーク加盟団体の年度内の活動状況 

 ※団体独自で行った活動等については、「対象」欄を記載しておりません。 

 

報告者 植松 晃岳 
団体名 野生生物資料情報室 

会員数  

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 11 日 
三角島サギ調査 穂高 3 人  

4 月 22 日 安曇野サクラ巡り 安曇野市内 22 人 一般 

5 月 2 日 三角島サギ調査 穂高 3 人  

5 月 20 日 野鳥観察会 乗鞍高原 10 人 一般 

6 月 22 日 

6 月 23 日 
ライチョウ観察会 燕岳 15 人 一般 

6 月 29 日 

6 月 30 日 
ライチョウ観察会 燕岳 15 人 一般 

平成26年 

2 月 15 日 
スノーシューとアニマルトラッキング 

烏川渓谷 

緑地 
20 人 一般 
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報告者 小河 深美 
団体名 安曇野緑の会 

会員数 28 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成 25 年 

3 月 27 日 

穂高北小学校 桜の植樹（38 本） 

※本団体では平成 25 年度となる 
穂高 48 人 

会員、PTA

小学生 

4 月 20 日 観桜会 安曇野市内 26 人 一般 

6 月 2 日 春の自然観察会（満願寺方面） 穂高 54 人 公民館と共催

6 月 13 日 オキナグサ播種 穂高 8 人  

7 月 11 日 桜の育苗場所の手入れ 穂高 8 人  

7 月 28 日 夏の自然観察会（大峠方面） 穂高 10 人  

9 月 15 日 オキナグサ植栽 穂高 8 人  

10 月 10 日 桜の育苗場所の手入れ 穂高 8 人  

10 月 12 日 

10 月 13 日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金  一般 

11 月 1 日 

11 月 2 日 

11 月 3 日 

文化祭（穂高） 穂高  公民館

11 月 14 日 桜の植樹場所の点検 穂高 10 人  

3 月 20 日 

（予定） 
桜の植樹（アルプスあづみの公園） 穂高 10 人  

 

報告者 松井 一晃 
団体名 NPO 法人 川の自然と文化研究所 

会員数 22 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 11 日 
川の自然と文化談話会（第 11 回） 松本 25 人 

一般 

大学生

7月 6日 第 8回川の自然と文化講演会 穂高 60 人 一般 

9 月 2 日 タウン明科 水生生物観察 明科 15 人 中学生

9月 14 日 塩沢川 生き物調査 松本 20 人 親子 

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金   
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報告者 伊藤 広美 
団体名 

田淵行男記念館こども自然観察 

教室「むしの会」 会員数 147 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 20 日 
開講式、自然観察会 豊科 54 人  

6 月 1 日 自然観察会 堀金 54 人  

7 月 13 日 昆虫採集 豊科 33 人  

9 月 14 日 昆虫採集 明科 24 人  

10 月 5 日 自然観察会 堀金 12 人  

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金   

11 月 9 日 化石採集 信州新町 28 人  

1 月 11 日 野鳥観察会 豊科 18 人  

3 月 

(予定) 
自然文化講演会参加、修了式 豊科   

 



 58

 

報告者 那須野 雅好 
団体名 三郷昆虫クラブ 

会員数 20 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 7 日 
開講式 三郷 20 人  

5 月 4 日 自然観察会 白馬 10 人  

5 月 5 日 自然観察会 明科 10 人  

6 月 1 日 自然観察会 堀金 10 人  

6 月 22 日 自然観察会 明科 10 人  

7 月 6 日 

7 月 7 日 
昆虫合宿 高遠 20 人 

 

7 月 20 日 自然観察会 島々谷 10 人  

8 月 17 日 自然観察会 ライトトラップ 三郷 10 人  

9 月 22 日 自然観察会 奈川 10 人  

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金   

10月19日 

10月20日 
昆虫展 三郷 800 人 

三郷公民

館主催 

11 月 3 日 自然観察会 堀金 10 人  

11月16日 自然観察会 明科 10 人  

平成26年

3 月 8日 
ミヤマシジミシンポ 豊科 150 人  
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報告者 佐々木 俊之 
団体名 烏川渓谷緑地市民会議 

会員数 32 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 27 日 
オオルリ観察会 水辺エリア 34 人 一般 

4 月 28 日 オオルリ観察会 水辺エリア 23 人 一般 

5 月 19 日 ネイチュア・フィーリング自然感察会 水辺エリア 5人 一般 

5 月 25 日 葉・花・実でわかる樹木観察 森林エリア 22 人 一般 

5 月 26 日 烏川 DVD 鑑賞&園内ガイド 水辺エリア 16 人 一般 

6 月 8 日 水生生物観察会 幼虫編(川での観察） 水辺エリア 12 人 一般 

6 月 8 日 
水生生物観察会 成虫編 

（ライトトラップ） 
水辺エリア 10 人 一般 

6 月 22 日 
身近な草花を知ろう! 

外来・帰化植物観察会 
水辺エリア 10 人 一般 

8 月 10 日 昆虫の目から見た棲みよい森づくり 森林エリア 10 人 一般 

9 月 28 日 烏川 DVD 鑑賞＆園内ガイド 水辺エリア 11 人 一般 

9 月 21 日 ネイチュア・フィーリング自然感察会 水辺エリア 8人 一般 

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金   

10月19日 樹木の紅葉観察学習会 森林エリア 18 人 一般 

11 月 3 日 信州と飛騨を結ぶ古道(間道)を歩く 水辺エリア 25 人 一般 

11月10日 
アブラムシ観察と標本づくり 

有性世代観察 
水辺エリア 6人 一般 

平成26年

2 月 20 日 
アニマルトラック観察会 水辺エリア 20 人 一般 
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報告者 浜口 あかり 
団体名 NPO 法人 信州ツキノワグマ研究会

会員数  

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 ツキノワグマ出没時の対応 長野県内   

 児童キャンプでの課外講座 長野市   

9 月 28 日 

9 月 29 日 
「ぼくらの学校」での出展、講演 松本市 

  

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金   

10月19日 

10月20日 
「茶臼山動物園まつり」への出展 長野市 

  

 

報告者 鈴木 達也 
団体名 バジルクラブ 

会員数 50 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

 味噌造り 三郷 40 人  

 トマトペースト造り、田植え 三郷 10 人  

 マルシェ 松本市 6 人  

 合鴨解体講習、慰霊 三郷 30 人  

 すんき作り講習、稲刈り 三郷 6 人  

 麹作り 三郷 12 人  
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報告者 佐藤 明利 
団体名 あづみの再活の松プロジェクト 

会員数 15 人＋2団体 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

8 月 25 日 
アカゲラ巣箱作りワークショップ 

松本市 

四賀 
30 人 一般 

9 月 9 日 ホームタウン明科 明科中 20 人 中学生

10 月 1 日 明北小アカゲラ巣箱づくり 明科中 25 人 小学生

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金 

  

10月20日 モクフェス 木工教室 
松本 

アルプス公園

 
一般 

11 月 1 日 四賀 会田中 アカゲラ巣箱づくり 
松本市 

四賀 
35 人 中学生

12 月 6 日 明北小 アカゲラ巣箱掛け 明科 25 人 小学生

12月15日 荻原地区 アカゲラ巣箱ワークショップ 明科 20 人 一般 

平成26年

1 月 10 日 
「環カフェ」1月 穂高 10 人 一般 

 

報告者 場々 洋介 
団体名 三角島ふるさとの森プロジェクト 

会員数 約 10 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

7 月 1 日 
アレチウリ駆除 穂高三角島 10 人  

8 月 4 日 アレチウリ駆除 穂高三角島 10 人  

9 月 1 日 アレチウリ駆除 穂高三角島 10 人  

9 月 1 日 三角島スケッチ大会 穂高三角島 40 人  

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金  
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報告者 場々 洋介 
団体名 

屋敷林と歴史的まちなみ 

プロジェクト 会員数 約 10 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

8 月 
安曇野の屋敷林講演 穂高 30 人 

深志高

同窓会

10 月 まちなかカレッジ 穂高 10 人 穂高 

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金 

  

10月13日 ミニ屋敷林見学会 堀金 15 人  

11月23日 落ち葉拾いボランティア 三郷 17 人  

平成26年 

2 月 22 日 
安曇野屋敷林フォーラム 2014 穂高 70 人 

 

 

報告者 等々力 秀和 
団体名 アルプス花街道実行委員会 

会員数 約 100 団体、1500 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

5 月 26 日 
一斉定植を実施 

安曇野市 

全体 
約 1,000 人 

小、中、

高、大人

随時 

草取り、水やり、花の摘花、片付け 

※安曇野市全体で実施のため、約 10km

位に植えている。 

安曇野市 

全体 
約 1,000 人 

小、中、

高、大人

 

花を植えて来る人、住む人と共にたのしみ、又来てもらう又期待と思えるよう

な街にする為の植え付け、それ自身が活動であり、他団体がこの団体へ参加し

てもらって交流し共有し裾野を広げて活動しています。 
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報告者 宮﨑 崇徳 
団体名 安曇野ふるさとづくり応援団 

会員数 約 25 名 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4月～5月 
ふるさとさんぽ 2013 春 

3 ヶ所 

(穂高 2、堀金)
67 人 一般 

6 月 23 日 第 18 回ふるさとウォッチング 三郷 75 人 一般 

9 月 24 日 
ぬかくど・火起こし講座 

（ホームタウン明科） 
明科中 約 30 人 中学生

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金   

10 月 まちなかカレッジ 2013 秋 穂高 多数 一般 

10 月～ 

11 月 
ふるさとさんぽ 2013 秋 

4 ヶ所 

(穂高 2、豊科、

三郷) 

78 人 一般 

11 月 ぬかくど・アカゲラ巣箱づくり講座 会田中 約 30 人 中学生

2月 まちなかカレッジ 2014 冬 穂高 多数 一般 

 

報告者 宮﨑 崇徳 
団体名 安曇野百選プロジェクト 

会員数 約 15 名 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

10月12日 

10月13日 

安曇野環境フェア 2013 出展 堀金  一般 

10月26日 第 10 回百選ウォークラリー 穂高 約 15 人 一般 

10月26日 第 2回安曇野みちあかり 穂高 多数 一般 

2 月 1 日 みちあかり灯籠づくり 穂高 約 10 人  

2 月 2 日 第 3回安曇野みちあかり 穂高 多数 一般 

2 月 2 日 第 11 回百選ウォークラリー 穂高 約 25 人  

月 1回程度 リゾートビューふるさと方言寸劇 JR 多数 一般 

随時 ビューポイントあづみの募集 安曇野市内 多数 ※風景写真募集
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報告者 平林 千代 
団体名 安曇野市消費者の会 

会員数 78 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 11 日 
講演会 豊科 40 人  

6 月 23 日 あやめまつりフリーマーケット 明科 10 人 一般 

6 月 30 日 深緑ウォーキング 明科 40 人 一般 

7 月 13 日 石けんづくり体験講座 豊科 3 人 一般 

8 月 25 日 
親子水のふれあい 

（犀川水系水ネットのメンバーとして）
明科 400 人 

小学生 

親子 

10月12日 

10月13日 

安曇野環境フェア 2013 出展 

体験講座 
堀金  一般 

11 月 2 日 

11 月 3 日 

明科地域文化祭 

展示体験講座 
明科 50 人 一般 

12月13日 くるりん講座 石けん活用法他 穂高 6 人 一般 

 

報告者 樋口 嘉一 
団体名 

安曇野市地球温暖化防止活動 

推進員協議会 会員数 4 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

6 月 

安曇野地域会 エコ部会 

「段ボール生ごみ処理機作り」 

くるりん 

広場 
24 人 一般 

8 月 9 日 「環カフェ」8月 穂高 13 人 一般 

10月12日 

10月13日 
安曇野環境フェア 2013 出展 堀金 

 
一般 

11 月 
安曇野市内企業の ISO14001 の認定取得

準備支援 

安曇野市内

企業 
関係者 一般 

11 月 2 日 
安曇野市穂高公民館 成人講座 

「地球温暖化防止について」 

JA 

有明会館 
47 人 一般 

12月11日 環境学習会 ユアサ電器様 ユアサ電器 8人 関係者

平成26年

2 月 22 日 

市民活動センター5周年記念事業 

パネル出展 

くるりん 

広場 
10 人 一般 
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報告者 矢口 今朝雄 
団体名 

マイ箸づくりサポート 

ボランティア 会員数 120 人 

日にち 内容 実施地域 参加人数 対象 

平成25年 

4 月 30 日 
マイ箸づくり 豊科 15 人 会員 

5 月 24 日 マイ箸づくり 豊科 15 人 一般 

8 月 3 日 マイ箸づくり 松本 30 人 親子 

10月12日 

10月13日 

安曇野環境フェア 2013 出展 

マイ箸づくり 
堀金 

 
一般 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 環境基本計画年次計画重点プロジェクト実施結果報告書 

 
 

 



 

①CO2の排出量を削減する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

②生物多様性を維持する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③森づくりを推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④緑化による環境負荷の低減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑤歩いて楽しいまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑥耕作放棄地を減らして安曇野の風景を守る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑦地元産農産物の地域内での消費拡大をはかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑧豊かな地下水を保全する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑨ごみを減らそう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑩環境について教え学び、取り組む仕組みづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑪環境マネジメントシステム（EMS）の導入を促進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


